
能登鹿北商工会だより 平成 30 年 5 月 

平
成
30
年
度
通
常
総
会 

 

５
月
８
日
（
火
）
、
中
島
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
優
良
従

業
員
表
彰
式
及
び
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
不
嶋
豊
和
七
尾
市
長
、

和
田
内
幸
三
県
議
会
議
員
、
高
橋
正

浩
県
議
会
議
員
の
他
、
多
数
の
来
賓

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
２
５
９
名
（
う

ち
委
任
状
出
席
者
１
４
８
名
）
の
会

員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
、
石

川
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、

七
尾
事
業
承
継
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

連
携
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
や
働
き

方
改
革
に
伴
う
労
働
基
準
法
改
正
内

容
の
周
知
及
び
支
援
策
の
普
及
、
積

極
的
な
情
報
発
信
を
図
る
た
め
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
支
援

等
を
新
規
事
業
と
し
て
取
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

加
え
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
「
七
尾
湾
能
登
か
き
祭
」
を

引
続
き
開
催
す
る
こ
と
や
経
営
発
達

支
援
計
画
の
推
進
、
い
し
か
わ
里
山

振
興
フ
ァ
ン
ド
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
等
の
各
種
補
助
事
業
制

度
の
計
画
書
作
成
支
援
な
ど
も
積
極

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。 そ

の
他
、
会
員
数
減
少
に
伴
い
役

員
定
数
を
見
直
す
定
款
の
一
部
改
正
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
全

議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
会
員
事
業
所

に
10
年
以
上
職
務
に
精
励
さ
れ
た

10
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

西
尾
佐
登
重
さ
ん
（
能
州
運
輸
株
式

会
社
）
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
会
員
の
皆
様
に
一

年
間
の
感
謝
を
込
め
、
お
楽
し
み
抽

選
会
を
開
催
し
、
和
や
か
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 ◆
優
良
従
業
員
被
表
彰
者 

西
尾
佐
登
重
（
能
州
運
輸
㈱
）
、
谷

口
輝
昭
（
ア
サ
ヒ
ラ
ン
ド
リ
ー
㈱
）
、

竹
田
祥
平
（
同
）
、
安
田
竜
治
（
同
）
、

田
尻
ゆ
き
（
同
）
、
一
花
久
美
子
（
同
）
、

北
島
テ
レ
シ
タ
（
同
）
、
辻
口
礼
子

（
同
）
、
杉
森
辰
雄
（
杉
岡
設
備
）
、 

竹
森 

徹
（
同
） 

 

         

◆
新
役
員 

会
長 村

田
正
志 

副
会
長 

上
野
利
一
、
角
口
俊
隆 

理
事 今

村
洋
司
、
小
原
賢
一
、
垣
内
節
子
、

河
尻
成
実
、
川
向
藤
夫
、
神
戸
秀
樹
、

小
林 

修
、
澤
田
広
一
、
杉
森
修
平
、

高
畑
圭
介
、
谷
口
和
義
、
谷
口
道
夫
、

永
谷
末
美
、
野
崎 

馨
、
野
田
良
蔵
、

畑
中
英
二
、
福
島
暢
浩
、
丸
田
博
乙
、

宮
本
哲
也
、
吉
川
信
行
、
渡
辺
宗
和 

監
事 垣

内
俊
広
、
斉
藤
秀
雄 

 

 



能登鹿北商工会だより 平成 30 年 5 月 

青
年
部
通
常
総
会
開
催 

４
月
18
日
（
水
）
、
和
倉
温
泉
「
は

ま
づ
る
」
に
て
平
成
30
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、「
も
り

う
み
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

日
持
ち
す
る
能
登
牡
蠣
の
お
土
産
品

「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
コ
ン
フ
ィ
」
の

一
般
販
売
に
向
け
た
改
良
と
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
保
育
園
演
劇
訪
問
、

植
樹
地
の
下
草
刈
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

女
性
部
通
常
総
会
開
催 

 

４
月
24
日(

火)

、
能
登
島
鰀
目
町

に
あ
る
「
え
の
め
荘
」
に
て
平
成
30

年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
七
尾
市
役
所
産

業
振
興
課
職
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
よ
く
わ
か
る
ふ
る
さ
と
納
税
」
と

題
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

沢
山
の
質
問
が
あ
り
、
有
意
義
な
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
お
ひ
な
様
作
り
を
は

じ
め
、
視
察
研
修
や
各
種
講
習
会
な

ど
楽
し
く
・
役
立
つ
事
業
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
こ
の
度
同
封
の
女
性
部
だ

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ▼
女
性
部
行
事
予
定 

７
月
18
～
19
日 

視
察
研
修
旅
行

（
京
都
府
与
謝
野
郡
方
面
） 

  

５
月
～

９
月
は
「
商
工
貯
蓄
共
済
」、

「
傷
害
共
済
」
の
加
入
強
化
月
間
で
す 

 

「
商
工
貯
蓄
共
済
」 

●
一
口
月
額
２
，
０
０
０
円
か
ら
の
掛

金
で
、
貯
蓄
・
保
障
・
融
資
の
３
つ

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
制
度
で
す
。 

●
加
入
資
格
は
商
工
会
会
員
お
よ
び

そ
の
家
族
、
従
業
員
で
す
。 

●
満
期
更
新
時
（
５
年
、
10
年
）
は
、

健
康
状
態
に
関
係
な
く
、
生
命
保

障
の
範
囲
内
で
ご
契
約
が
継
続
で

き
ま
す
。 

●
病
気
や
ケ
ガ
を
保
障
す
る
「
医
療

保
障
特
約
型
」
も
あ
り
ま
す
。 

●
10
口
ご
加
入
の
方
は
、
人
間
ド
ッ

ク
費
用
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
傷
害
共
済
」 

●
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
ケ
ガ
に
保
障
さ

れ
る
制
度
で
す
。 

●
通
院
１
日
目
か
ら
保
障
さ
れ
、
後

遺
障
害
、
疾
病
死
亡
の
際
に
も
保

障
さ
れ
ま
す
。 

●
従
業
員
に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額

必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。 

【
傷
害
共
済
請
求
事
例
】 

▼
Ⅰ
型
（
月
掛
金
２
，
０
０
０
円
）
加
入

者 

山
中
で
木
の
伐
採
作
業
中
に
ハ
チ

に
刺
さ
れ
、
病
院
を
受
診
。（
通
院
１

日
） ➡

通
院
共
済
金
４
，
０
０
０
円
が

支
払
わ
れ
た
。 

 

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
（
月
掛
金
１
家
族

３
，
０
０
０
円
）
加
入
者 

孫
が
ス
ケ
ボ
ー
で
遊
ん
で
い
て
転

倒
。
左
手
首
骨
折
。
病
院
を
受
診
。

（
手
術
１
回
、
入
院
５
日
、
通
院
７

日
） ➡

入
院
共
済
金
１
５
，
０
０
０
円
、

通
院
共
済
金
４
５
，
０
０
０
円
が
支

払
わ
れ
た
。 

 

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
は
年
齢
に
関
係
な

く
、
同
居
家
族
全
員
が
保
障
対
象
と

な
り
ま
す
。
被
共
済
者
が
加
入
者
本

人
・
配
偶
者
・
そ
の
他
親
族
で
あ
る

か
で
保
障
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。 

  

【青年部通常総会】 



能登鹿北商工会だより 平成 30 年 5 月 

補
助
金
情
報 

【
事
業
承
継
補
助
金
（
後
継
者
支
援

型
）
・
国
】 

地
域
経
済
に
貢
献
す
る
中
小
企
業

者
に
よ
る
事
業
承
継
を
き
っ
か
け
と

し
た
（
事
業
再
編
・
事
業
統
合
を
除

く
）
新
し
い
取
り
組
み
（
経
営
革
新

や
事
業
転
換
）
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
者 

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
補
助

事
業
期
間
完
了
日
ま
た
は
、
平
成
30

年
12
月
31
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

ま
で
に
、
事
業
承
継
を
行
っ
た
（
事

業
）
者
又
は
行
う
予
定
の
（
事
業
）
者 

※
個
人
事
業
主
は
、
青
色
申
告
者
で

あ
り
、
税
務
署
の
受
領
印
が
押
印
さ

れ
た
確
定
申
告
書
Ｂ
と
所
得
税
青
色

申
告
決
算
書
の
写
し
の
提
出
が
必
要
。 

▼
補
助
金
額 

経
営
革
新
を
行
う
場
合 

最
大
２

０
０
万
円
（
事
業
所
の
廃
止
や
既
存

事
業
の
廃
止
・
集
約
を
伴
う
場
合
、

廃
業
費
用
と
し
て
最
大
３
０
０
万
円

上
乗
せ
） 

 

▼
補
助
率 

２
／
３
又
は
１
／
２ 

▼
申
請
受
付
期
間 

平
成
30
年
６
月
８
日
（
金
）
締
切 

 

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

（
レ
ジ
補
助
金
）
・
国
】 

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
を
行
う

に
あ
た
り
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
者 

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
（
複
数
税

率
）
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
等 

▼
補
助
金
額 

１
台
あ
た
り
上
限
20
万
円
、
複
数

台
申
請
の
場
合
は
、
１
事
業
者
２
０

０
万
円
上
限
、
補
助
率
２
／
３ 

※
３
万
円
未
満
の
レ
ジ
１
台
の
場

合
は
、
補
助
率
３
／
４ 

▼
補
助
対
象
期
間 

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
に
事

業
完
了 

  

補
助
金
活
用
事
業
所
紹
介 

補
助
金
を
活
用
し
て
販
路
開
拓
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

▼
事
業
所
名 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
マ
イ
ル 

▼
補
助
金
名 

小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金 

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？ 

Ａ
．
当
店
は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
ス
イ
ム
な
ど
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
（
海
で
の
活
動
）
と
カ
フ
ェ

を
営
業
し
て
い
ま
す
。 

自
然
豊
か
な
こ
の
場
所
で
宿
泊
し

て
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
は
、
グ
ラ
マ
ラ

ス
（
魅
力
的
な
）
と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
テ
ン
ト

の
設
営
や
食
材
の
準
備
を
利
用
者
が

行
わ
な
く
て
も
よ
い
キ
ャ
ン
プ
で
す
。 

 Ｑ
．
効
果
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

Ａ
．
４
月
末
に
北
陸
中
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
か
ら
予
約
が
入
る
よ
う
に

な
り
、
カ
フ
ェ
に
来
店
さ
れ
た
お
客

様
が
そ
の
ま
ま
宿
泊
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
順
調
に
新
事
業

が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
補
助
金
を
利
用
さ
れ
て
の
感
想

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
．
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

に
２
年
連
続
採
択
さ
れ
た
の
で
す
が
、

補
助
金
に
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

創
業
し
た
て
の
当
店
に
と
っ
て
、
こ

れ
が
な
け
れ
ば
新
し
い
取
り
組
み
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

※
今
後
も
補
助
金
を
活
用
し
て
頑
張
っ

て
い
る
事
業
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 



能登鹿北商工会だより 平成 30 年 5 月 

平成 30 年 5 月 1 日現在 平成 30 年 5 月 1 日現在 

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の 

ご
案
内 

  

雇
用
保
険
手
続
き
の
際
に
は
必
ず 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
を
お
願
い
し 

ま
す
。 

本
年
５
月
１
日
以
降
、
マ
イ
ナ
ン 

バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
届
出
等
（
※
） 

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載 

が
な
い
場
合
に
は
、
補
正
の
た
め
返 

戻
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

な
届
出
等
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。 

 

① 

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届 

② 

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届 

③ 

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請 

④ 

育
児
休
業
給
付
支
給
申
請 

⑤ 

介
護
休
業
給
付
支
給
申
請 

 

ご
不
明
な
点
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又

は
、
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

  

５
月
・
６
月
行
事
予
定 

【
５
月
】 

14
日 

能
登
島
旅
館
民
宿
飲
食
店 

 
 

 
 

組
合
通
常
総
会 

25
日 

石
川
県
商
工
会
連
合
会 

 
 

 
 

通
常
総
会 

29
日 

田
鶴
浜
ス
タ
ン
プ
会 

定
時
総
会 

３１
日 

青
年
部
常
任
委
員
会 

 

【
６
月
】 

14
日 

女
性
部
お
ひ
な
様
定
例
会 

17
日 

珠
算
検
定 

21
日 

石
川
県
商
工
会
青
年
部
・ 

女
性
部
主
張
発
表
大
会 

 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

*

浜
焼
き 

能
登
風
土
【
中
島
町
塩
津
】 

 
 

 
 

 

（
代
表
）
酒
井 

光
博 

*

水
上
水
産 

 
 

 

【
中
島
町
筆
染
】 

 
 

 
 

 

（
代
表
）
水
上 

正
一 

*

能
登
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
葉
波 

 
 

 
 

 
 

 

【
能
登
島
向
田
町
】 

 
 

 
 

 

（
代
表
）
福
嶋 

葉
子 

人
事
異
動
・
職
員
配
置 

【
４
月
１
日
付
職
員
の
異
動
】 

転
出
：
清
水 

正
人
（
中
能
登
町
商
工
会
へ
） 

転
入
：
鳥
畑 

勝
由
（
中
能
登
町
商
工
会
か
ら
） 

 

着
任
挨
拶 

能
登
鹿
北
商
工
会
に
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
鳥
畑
勝
由
で
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
鳥
屋
町
商
工
会
と

中
能
登
町
商
工
会
で
合
計
20
年
勤

務
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
経

営
支
援
や
地
域
振
興
を
通
し
て
会
員

の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

４
月
よ
り
、
経
営
指
導
員
３
名
の

配
置
が
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。 

（
本
所
） 

 
 

 
 

鳥
畑 

勝
由 

（
田
鶴
浜
支
所
） 

 

澤
井 

健
一 

（
能
登
島
支
所
） 

 

青
山 

慎 
 

          

 

    

制度名 利率（%) 

小企業等経営改善貸付 

（マル経） 
1.11 

石川県小口追認 

（一般分） 
1.75 

商工貯蓄共済 

融資 

1.075～ 

2.475 

商 業 113 

工 業 70 

土 木 建 築 96 

観 光 サ ー ビ ス 141 

定 款 事 業 所 21 

特 別 会 員 2 

合 計 443 

会 員 数 主な融資金利 


